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匂いを用いて聴衆の反応を共有するプレゼンテーション支援システム
OdorReaction

藤川 興昌 ∗　　守 新太郎 †　　川口 一画 ‡

概要. プレゼンテーションは，一対多における情報提示手法として様々な場面にて用いられているが，通
常の対話と比べて聴衆の非言語情報が減少するといった課題がある．この課題に対して，聴衆の反応を発表
者へ共有する研究が多く行われているが，反応を共有するための媒体として視覚および触覚を用いており，
他の感覚については調査されていない．そのため，各感覚の特徴について比較を行ったところ匂いを用いる
ことによって円滑なインタラクションを実現しつつ発表者への負担を軽減できる可能性があることが判明
した．そこで，我々は匂いを用いて聴衆の反応を共有するプレゼンテーション支援システムOdorReaction

を提案する．今後は提案システムを用いてユーザテストを行い，匂いを用いた聴衆による反応の共有が発
表者の発表のしやすさ，および聴衆の満足度へ与える影響に関して評価を行う予定である．

1 はじめに
対面におけるプレゼンテーションには，通常の対

話と比べて一方的な情報提示かつ物理的に距離が離
れていることから身体的なインタラクションが抑制
されるという課題が示されている [8]．さらに発表者
は発表中に，発表資料を見ながら、時には指差しな
ども交えて説明を行う必要があるため，聴衆の非言
語情報を見逃しやすいという課題も考えられる．非
言語情報はコミュニケーションにおける感情表現の
98%を占めるということが報告されており [3]，こ
れらの問題を改善することにより円滑なインタラク
ションの実現が期待できる．そのため，発表者へ聴
衆の反応を共有するシステムの研究 [7, 8, 9, 11, 12]
が多く行われてきた．これらの研究において，聴講
しやすさの向上，および発表者の話し方および話の
流れの改善といった評価があり，より円滑なインタ
ラクションを実現できることが示されている．しか
しながら，これらは聴衆の反応を共有する感覚とし
て視覚および触覚を用いており，他の感覚を用いた
共有に関しては検討されていない．そこで，本研究
では反応の共有における各感覚の特徴を整理し，匂
いを用いて聴衆の反応を共有するプレゼンテーショ
ン支援システムOdorReactionを開発した．

2 反応の共有媒体としての感覚
反応の共有媒体としての感覚について重要となる

特徴を調査する．まず，Wickens[5]は，共通する感
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覚モダリティにおいて複数の情報を処理することは
資源の競合に繋がるため，注意の低下を生じさせる
と示している．プレゼンテーションにおいては，資
料の確認・指示を行う際に視覚を，また発表および
聴衆からの反応の確認に聴覚を用いているため，こ
れらの感覚を用いることは好ましくないと考えられ
る．次に，感覚における感情への影響力の強さにつ
いても，聴衆の反応，つまり聴講中の感情を共有す
る際にかかる認知負荷を低下させること，および共
有可能な反応の種類を増加させることに繋がるため，
重要な要素である．[4]によると，匂いは感情と同じ
脳の経路を共有しているため，特に感情への強い影
響力を持っており，様々な感情に関する研究にて用
いられている [1, 2, 6]．最後に，時間的解像度に関
してもリアルタイムに変化する聴衆の反応に対応す
るためには重要な要素である．この点について嗅覚
は，一度提示すると匂いが消えるまでに数十秒かか
る [10]ため不利であると考えられる．
これらの比較の結果を表 1に示す．本研究では嗅

覚が，発表に用いる感覚との競合がない，かつ感情
への影響力が強い点に着目し，聴衆の反応を発表者
へ共有する際に匂いを用いる．これにより発表者は

表 1. 反応の共有媒体としての感覚における特徴の比較

発表に用いる 感情への 時間的
感覚との競合 影響力 解像度

視覚 × ⃝ ⃝
聴覚 × ⃝ ⃝
味覚 △ ⃝ △
嗅覚 ⃝ ⃝◦ ×
触覚 ⃝ × ⃝
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発表を阻害されることなく，より低い認知負荷とと
もに聴衆の反応を確認可能になることが期待できる．
さらに，嗅覚の時間的解像度における欠点について
は，聴衆の反応を場の雰囲気として滑らかに提示す
ることによって軽減できると考えられる．

3 システム
本研究にて提案する匂いを用いて聴衆の反応を共

有するシステムの設計および実装を行った．システ
ム概要図を図 1に示す．提案システムには，噴霧器
および聴衆向けインタフェースの 2つのシステムか
ら構成される．聴衆は PCやスマートフォンといっ
たデバイス上のブラウザを用いて聴衆向けインタ
フェースにアクセスする．聴衆向けインタフェース
には「いいね」，「驚き」，および「疑問」の 3つの反
応ボタンが配置されており，聴衆はそのボタンを押
すことでプレゼンテーションに対する反応を発表者
へ共有する．そして共有された反応に対応する匂い
が噴霧器から噴霧されることで，発表者は聴衆の反
応を把握することができる．対応する匂いは，先行
研究である感情および匂いを紐づけて他者へ提示す
る Odor emoticon[6]を参考にしており，いいねは
りんご，および驚きはミントの匂いを使用する．し
かし，疑問に対応する匂いに関しては [6]において
調査されていないため，今後調査および検討する．

図 1. 提案システムの概要図

3.1 噴霧器の設計
噴霧機構には，Odor emoticon[6]に則り超音波噴

霧モジュールを使用した．このモジュールはESP32
マイコンを用いて電子制御され，聴衆の反応に応じ
て最大 4種類の匂いを噴霧することが可能である．
これらを格納するための外装はAutodesk Fusionを
用いて設計を行い，3Dプリンタにて制作した（図
2）．また，噴霧器上部には小型ファンが設置されて
おり，これによって匂いの拡散，および噴霧後に匂
いの消臭を行うための換気が可能である．

図 2. (a)噴霧器の外観 (b)噴霧器上部

3.2 聴衆向けインタフェースの設計
聴衆向けのインタフェースは，ESP32上の web

サーバに，Reactを用いたWebアプリケーション
（図 3）として実装されている．そのため，Webブ
ラウザが搭載されている任意のデバイスにて使用可
能である．Odor emoticon[6]における，感情を送信
する際は絵文字と併用することによって効果が増加
するという結果に基づき，聴衆は絵文字が表示され
ているボタンを押下することによって反応を噴霧器
へ送信する．これは，Microsoft Teams，Zoom，お
よび Google Meetといった多くのビデオ会議ツー
ルに実装されているリアクション機能の UIに類似
しているため，聴衆は容易に使用可能であることが
期待できる．

図 3. 聴衆向けインタフェースの画面

4 まとめおよび今後の課題
本研究では，匂いを用いて聴衆による反応を発

表者へ共有するプレゼンテーション支援システム
OdorReactionを開発した．反応の共有に匂いを用
いることによって発表に用いられる感覚との競合を
回避し，発表者への負荷を減らしながら，発表者お
よび聴衆間におけるインタラクションをより円滑に
することを狙う．今後は提案システムを用いてユー
ザテストを行い，匂いを用いた聴衆による反応の共
有が発表者の発表のしやすさ，および聴衆の満足度
における評価を行う．
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